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8月 24,25 ,26日あ 3日間にわた り､ 47名参加の下に､長野県上諏
訪において研究会を開催 したO昨年 (於北海道大学) ,強誘電体一般にわたる
研究手段 をとりあげたのと異なり､本年は､X線による構造の問題 を主 とした
強誘電体の研究に焦点を絞ったo 昨年の出席者の総意により､テーマはⅩ漁結
晶学の基礎 より応用迄の非常に広い範関:=わたったため､やや散漫になった感





a.皿.田 Ⅹ緑回折の実際 (早大)山田 昌
a.m.(2)中性子線回析 (物性研)佐藤 昭一
p.孤.(素養)強誘電体の培晶化学 (阪大摩研),･刺 1 良一
8月26日的




第 1及び第 2日目は基礎事項 に重点を置いた｡桐山教授は強誘電体に関連 し
て､ Polarcrystalの賠晶化学的整理 ,更に強誘電体のこれ らの車に占め
る位置 ,特にその絵合性の問題点等多 くの例を用いて興味深 く解説 された｡
第 3日目は､Ⅹ線の強誘電体における興味ある問題およびその他の構造決定
に関連した問題 をとりあげた｡ こ こでは赤外吸収 も含めて､BaTin3の構造が
討論の中心 となった｡韓にBaTi03の構造を決定する際のⅩ線回折法の限界に
?いては多 くの意見が交 されたo 更にNaN(七の antifem elcもricphase
の構造について も多 くの質問 ,意見が操出されたが､ この間題に関 しては秋の
学会の際 まで持ち越 され ることになった｡ (適研)岩 崎 裕
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